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実験１ 生後２日以降の ddy 系マウスを経日的に４％パラホルムアルデヒドにて灌流固定し、上顎骨を摘出し、必要
に応じて脱灰し、20μm の凍結切片を作成し、protein gene product (PGP9.5), S-100, growth associated protein43 
(GAP-43), low affinity nerve groth receptor (LNGFR) について免疫組織化学染色を行い、上顎第一臼歯歯根膜にお
ける神経線維の変化を観察した。 





― 252 ― 
［結果］ 
⑴生後発育について 
 マウス上顎第一臼歯は生後 10～14 日に萌出する。歯冠形成は生後７日頃にほぼ終了し、それに続いて歯根形成が
始まる。萌出時に、根分岐の形成が始まっている。萌出後も歯根形成は続き、根尖部が閉鎖するのは生後４週以降で
ある。 
 歯冠形成期には少数の数珠状を呈した PGP9.5 神経線維が歯小嚢に認められた。これらの数は徐々に増加した。一
部の神経線維は歯髄に進入し、生後７日には象牙前質に萌出していた。萌出後には歯根膜に枝分かれした神経終末が












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、マウス臼歯歯根膜神経線維の歯牙萌出および抜歯後の動態について検討したものである。 
 その結果、臼歯萌出における神経線維の形態学的成熟は萌出後急速に進み、咬合による機械的刺激が重要な因子で
ある可能性が示唆された。また、抜歯により本来の受容野である歯根膜がなくなった場合、歯根膜神経線維の一部は
口腔粘膜を支配している可能性も示された。 
 以上の研究結果は、歯根膜神経線維の発育や受容野がなくなった時の再生に関して、重要な知見を与えるものであ
り、博士（歯学）の学位を授与するに値するものと認める。 
